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一 早稲 田オレゴンプログラム 「ワークシ ョップ」 での試み
矢 部 まゆみ
キ ー ワ ー ド
ライ フ ス トー リ ー,語 り,傾 聴,問 い か け,日 本 人 ボ ラ ンテ ィア の協 力
1.生 活 ・人 生 の体 験 の 「語 り」 と言語 教 育
自分 の生 活 や 人 生 の 体験 を物語 る とい う行 為 は,人 が 生 きて い く営 み の
中 で 日常 的 か つ根 源 的 な もの のひ とつ で あ る。 私 た ち は,自 分 が 経 験 した
出 来 事 を語 り,感 じた こ と考 えた こ と を語 り,悩 み を語 り,夢 を 語 る。
「語 り」(narrative,storytelling)は,こ とば に よっ て 自 己 の存 在 を再 編
成 し,意 味 付 け る行為 で あ る。 自分 が何 者 か,何 を考 え て い る か,こ れ か
ら ど こに い くの か,自 ら位 置 を確認 し,示 す 行 為 と もい え よ う。 そ して そ
れ は語 り手 と聴 き手 の 共 同作 業で もあ り,語 る こ と と聴 くこ とは対 に な っ
た 営 み で あ る。 本 稿 は,こ の よう な 自分 の 生 活 や 人 生 の 体 験(ラ イ フ ス
トー リー)1〉を 「語 る こ と」 と 「聴 く こ と」 を 言 語 教 育 の 場 に と りい れ て
い くこ との 意 義 と課 題 を考 察 す る もの で あ る。
Bmner(!990)は,人 が 自分 の 人 生,生 活,生 を 「物 語 る」 こ と に よ
1)「 ライフヒス トリー」 が人生の歴史的真実を表そ うとしているのに対 して、
「ライフス トー リー」 は、生 きられた人生の経験 的真 実をあ らわそ うとして
いるものである(や まだ2000)。 つ ま り、他 者 との相互作 用の中で本 人が語
りたいことを主体的 に選 んで語 られる ものであ る。
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り,自 分 を文 化 的歴 史 的 状 況 の 中 に位 置 付 け よ う とす る こ と を 「意 味 の行
為 」(actsofmeaning)と 呼 ん だ 。 そ して,自 己 は語 る者 と語 られ る者 と
の間 の交 渉 の 中 にの み 明 らか に さ れ,人 生 ・生 活 を物 語 る 「ラ イフ ス トー
リー」 は,語 る者 と語 られ る者 の共 同 の 産物 で あ る,と 述 べ た 。心 理 学 の
分 野 で ラ イ フス トー リー を研 究 してい る や ま だ(2000)は,人 は 人生 を
物 語 る こ と に よ っ て,「 そ の 人 が 生 きて い る経 験 を有 機 的 に組 織 し,意 味
付 け る」 と述べ,そ れ を 「た え ざ る生 成 ・変 化 の プ ロセ ス 」 と して い る。
言語 教 育,と りわ け英 語 教 育(ESL)の 分 野 で は,McMahi11(2001),
Palvenko(1998,2000),Lam(2000〉 な ど に よ り,個 人 的 な 経 験 の 「語
り」 が 社 会 の 中 で の そ の人 な りの デ ィス コ ース を形 成 し,そ の 人 を社 会 に
位 置付 け,意 味 の あ る 存 在 に して い く こ とが 論 じら れ て い る 。Palvenko
(1998)は,第 二言 語 で 自分 自身 を表 現 しよ う と奮 闘す る こ とは,そ の 人
の社会 的 ア イデ ンテ ィテ ィの全 て の側 面 を再構 築せ しめ る と述 べ て い る 。
自分 自身 につ い て新 しい言 葉 で 表現 し直 す こ とは,新 しい コ ミュニ テ ィー
の 中 に 自分 自身 を位 置付 け,意 味付 け る ため に,そ の人 の主 観 性 を解 釈 し
直 す こ とに もな る(Palvenko1998:4)。 なぜ な ら,「 人 は,そ の杜 会 で使
用 で きる デ ィ ス コ ー ス に よ っ て 『読 ま れ る』 こ と に よ っ て の み,自 分 に
とっ て も他 者 に と って も意 味 の あ る存 在 に な りう る」(Burrl995:142)
か らで あ る。 ま た,特 に ライ フス トー リー を新 た な言 語 で 語 る こ とは,過
去 には語 る こ とが で きない と考 え られ てい た新 しい 自分 自身 や,自 分 自身
の希望 を表 出す る こ とを可 能 に し,人 をエ ンパ ワ ーす る こ とも指摘 され て
い る(Palvenko2002:214)。
Toff(2002)は,日 本 の大 学 の英 語 の ク ラス の 中 で,学 生が 自分 の人 生
の 中で印 象 的 だ った 出 来事 を振 り返 って 書 く活 動 をお こ な った 実践 例 を報
告 して い る。 この ク ラス で は・ まず,い くつ か の ラ イ フス トー リー の例 を
学 生 に読 ませ,ラ イ フス トー リー を書 くとい うこ との イ メージ を掴 ませ る
ことか ら始 め て い る。 こ こで学 生 に,描 か れ た登 場 人 物 と して の 自分 は,
書 き手 と して の 自分 が 自分 に対 して もっ て い る イ メー ジで あ る こ と,ラ イ
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フス トー リー を書 くこ とは プ ラ イバ シ ー を侵 す こ とで は な く,自 己概 念 を
肯 定 す る もの で あ る こ と を認 識 させ る よ うに して い る。 そ して そ れ ぞ れ の
学 生 に 自分 の 人生 の 中で 印 象 的 だ った 出来 事 に つ い て書 き始 め させ る。 書
き進 め て い くプ ロ セス の 中 に,ピ ア同 士 で草 稿 の フ ィー ドバ ック を し合 う
活 動 や,教 師 が学 生 と1対1で 話 し合 い,言 語 上 の 手 当 て を してい く活 動
も取 り入 れ て い る 。学 生 た ちは,母 語(日 本 語)で 経 験 した こ とを別 の言
語(英 語)で 語 っ て い く中で,自 己 の 概 念 が 揺 ら ぐの を経 験 す るが,そ の
揺 ら ぎの 中で また 自己 の概 念 が 再構 築 され てい くの に気 付 く。 そ して個 人
と して,書 き手 と して,書 かれ る対 象 と して,自 己 へ の 気付 き を深 め る。
印 象 的 だ っ た 出来 事 と して,海 外 で の ホ ー ム ス テ イや 教 育 実 習 の体 験 を語
る例 が 数 多 くみ られ る一方,病 気 や い じめ な ど,苦 難 の 体 験 を語 る もの も
あ り,そ れ らの語 りの プ ロセ ス を通 して,よ り客 観 的 に 自己 を捉 え直 す 視
点 を 獲 得 し て い く様 子 が み られ る。 こ れ をToff(2002)は 「"1"per-
spective(自 分 の 目 か ら 自分 を語 る 視 点)」 に対 す る 「"Eye"perspective
(他者 の 目か ら 自分 を語 る視 点)」 と名 付 け てい る・
日本 語 教 育 を含 め た 第 二 言 語(外 国 語)教 育 にお い て,初 級 の段 階 で
は,文 法 を体 系 的 に積 み上 げ てい くこ とが 求 め られ る 中 で も,い か に 自 己
を表 現 す る か,自 分 自身 の こ とを語 るか とい う こ とに結 び付 け なが ら,言
語 活 動 を行 っ て い くこ とは 重要 で あ る。 細 川(2002)は,日 本語 を 第 二 言
語 と して学 ぶ 人 々 に とっ て必 要 なの は,「 どの よ う に してそ の社 会 に 暮 ら
す 人 た ち と コ ミュ ニ ケ ー シ ョンを と り,そ の対 人相 互 作 用 と して の コ ミュ
ニ ケ ー シ ョンの プ ロ セ ス にお い て,ど の よ う に 自己 の ア イ デ ン テ ィテ ィ を
確 立 して くか」 とい う こで あ る と述 べ て い る(細 川2002:135)。 対 象 社
会 の 中で 自己 表現 して い くため に,細 川 は 「問題 発 見 解 決 学 習 」 の 中で 自
分 の 思 考 を他 者 に対 して論 理 的 に 説 明 ・説 得 して い く手 法 を提 示 して い
る 。 これ に対 して 自分 の ラ イ フス トー リ ー を 日本 語 で語 る こ とは,他 者 に
対 して 自分 を強 く 「論 証 ・説得」 す る とい う こ とで はな い が,自 分 が ど ん
な こ と を経 験 して,ど ん な こ とを感 じて きた のか,他 者 に理解 して も ら え
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るように自分を説明し,意 味付けてい くことに重点をおいており,こ れは
次の段階で自分の考えを論 じ,他 者を説得 してい くのにも必要な下地にな
ると筆者は考える。このプロセスの中で自分を表現するために必要な語彙
や文型が広が り,運 用力も高まっていき,こ のような 「自分語 り」の積み
重ねにより,そ の人の言葉の網 目が広 く厚 く紡がれてい き,自 分の生 きて
きた経験 を有機的に組織 していくことができるのではないだろうか。 日本
語を第二言語 として学ぶ人にとって,自 分の人生 ・生活の体験を日本語で
日本人(日 本語話者,日 本に生活の基盤を持つ人)と 語ることは,日 本語
コミュニティの中で自己の存在を示 して意味付けていき,そ れがさらなる
思考 ・表現活動の基盤 となってい く,と いう点で意義を持っていると考え
られる。そ してそれはまた,自 分の第一言語を超えたより広い枠組みでの
自己発見にもつながってい くものではないだろうか。
2.「 人生の3大 事件」を語り合い聴 き合 う活動




式の授業の中で,留 学生と日本人ボランティアが互いに 「人生の3大 事
件」を語 り聴 きあう活動 を取 り入れた。以下にこの活動の枠組みとプロセ
スを記述 し,「自己表現 ・自己の意味付け」がどのように展開 していった
かを観察 しなが ら,こ のような活動を設計 してい くにあたっての課題を検
討する。
2.1.授 業 の構 成 ・位 置 付 け
「人 生 の3大 事 件 」 を聴 き合 い 語 り合 う活動 は,「 ワー ク シ ョ ップ:イ
ン タビ ュー&レ ポ ー ト」 の クラ ス に おい て,ア イ ス ブ レー キ ン グ とそ れ に
続 く3つ の小 規 模 の プ ロ ジェ ク トの 中で,2番 目 の プ ロ ジ ェ ク トと して,
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「自分 の こ とを 日本 語 で 語 り,意 味付 け て い くと同 時 に,相 手 の 語 りに耳
を傾 け,理 解 して い く力 をつ け る こ と」 を目指 して 設 計 ・実 施 され た 。 こ
の ワ ー ク シ ョップ全 体 の概 要 は 下記 の とお りで あ る。
【「ワー クシ ョ ップ:イ ン タ ビュー&レ ポ ー ト」 の概 要 】
◇ 対 象:初 級 後半 か ら中級 の学 生
◇ 目 標:具 体 的 な個 々 の 日本人 と出 会 い,生 の イ ン ター パ ー ソ ナ ル な
イ ンタ ー ア ク シ ョン と対 話 の 中 で,相 手 を理解 し,自 分 を表
現 し,自 分 自身 の こ と もさ らに理 解 して い く力 を養 う
◇ 参加 者:留 学 生14名,日 本 人ボ ラ ンテ ィ ア11名
◇ 内 容:(1コ マ=90分)
プロジェク ト 時間 目的 内容
アイスブ レーキ
ング
「共 通 点 さ が
し」




ク ラス の メ ンバ ーが 知 り合 い,言 葉 を交わ
し,つ なが りを作 ってい くこ とを 目的 とし
た。3～5人 程 度の グループ(留 学生 と日本
人ボラ ンテ ィア混合)に 分 かれ,メ ンバ ーの
共通点をで きるだけ数多 く探 し,グ ルー プご
とに板書 し,ク ラス全体 で比較 しあ う。
プロジェク ト1
「早稲田 グルメ
マ ッ プ を 作 ろ
う」
2.5コ マ 共同作業 を通 し
て,か かわりを
作 ってい く。
① グループ ワー ク:グ ループの中の 日本 人ボ
ランテ ィア に,早 稲 田周辺の レス トランや
店について尋 ねる。
②ス トリー ト・イ ンタビュー:ボ ランテ ィア と
一緒 にキ ャンパ ス内外 にで て,街 頭で 会っ
た人 にレス トランや店 につい て尋 ねる。
③ ① ② で収集 した情報 を も とに,実 際 に レ
ス トランに行 き,お 店 の 人や客 に イン タ
ビューを し,そ れ をもとに記事 を書 く。




3コ マ 自分のこ とを日
本言吾で語 り,意
味付けてい くと
同時 に,相 手 の
語 りに 耳 を傾
け,理 解 してい
く。
① ワー クシー ト1「 い ろい ろな人 ・いろいろ
な体験」に従 って,グ ループのメ ンバーの人
生の3大 事件 を聞 き,箇 条書 きに記入す る。
② ワークシー ト2「 人生 の3大 事 件」に従 っ
て,そ れぞれの3大 事件 の中で も最 も重要
な ものを取 り上げ,い つ,ど んな状況で ど
んなこ とがお きたか,な ぜ その事件が 自分
に とって重要なのか を聴 き,語 り合 う。
③ ② につ いて,自 分 のス トー リー と相 手 の
ス トー リ を記 述 し,比 較 し,感 想 を レ
ポー トにまとめ る。
④ ③ の内容 をク ラスで発表す る。
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プロ ジェク ト 時間 目的 内容
プロジェ ク ト3 3.5コ マ 自分で問 いを持 ① ブレインス トー ミング:自 分の好 きなテー
「自 由 イ ン タ ち,イ ンタビュー マ を グル ープの メ ンバ ー と話 し合 いなが
ビ ュ ー ・ プ ロ を通 して答 えを ら,そ れ ぞ れ に決 定 し,だ れ に イ ン タ
ジェ ク ト」 探 し,自 分の解 ビューす るか,ど んな質問 をするかな どを
釈 を述べてい く 検討す る。
活動 を行 う。 ②実 際 に イ ンタビ ュー を行 い,結 果 を記述
し,自 分 が発 見 した こ とにつ いて レポー
トを書 く。
③ ② の 内容 を クラスで 口頭 発表 す る。発 表
に つ い て,互 い に フ ィ ー ドバ ッ ク シ ー ト
に記 入 して交換す る。
◇ 活 動 の進 め 方 とボ ラ ンテ ィ アの役 割:
各 プ ロ ジ ェ ク トにお い て,留 学 生 と 日本 人 ボ ラ ン テ ィ ア混 合 で3～6人
ずつ の グル ー プ を作 り,ブ レー ンス トー ミン グ,デ ィス カ ッシ ョ ンを行 っ
てい った 。 ボ ラ ンテ ィア に は,① 共 同作 業 の 中 で 留 学 生 の話 を聴 い て 問 い
かけ をす る,② イ ンタ ビ ュ ーの練 習 の相 手 をす る,③ 実 際 に イ ン タ ビュ ー
をす る 際 に手 助 け を した りイ ン タビ ュ ーの相 手 にな っ た りす る,④ レポ ー
トを書 く段 階 で言 葉 を確 認 した り,相 談 しなが らア ドバ イス を与 え た りす
る,と い っ た 支 援 を して も ら い な が ら,プ ロ ジ ェ ク トを進 め て い く形 を
とっ た。
2.2.「 人 生 の3大 事 件 」 を聴 き合 い語 り合 う活 動 にお ける対 話 の 展 開
「人 生 の3大 事 件 」 の プ ロジ ェ ク トで の 最 初 の タ ス クは,〔 ワー ク シー
ト1〕 「い ろ い ろ な人 ・い ろ い ろ な経験 」(稿 末 参 照)に 従 っ て グル ー プの
中で イ ン タ ビ ュ ー を し合 っ て 表 を埋 め て い く こ とで あ った 。 この ワ ー ク
シー トには,自 分 の 出身 地,住 ん だ こ との あ る場 所 ,旅 行 した こ との あ る
場 所,家 族 の 中で の位 置(長 男,次 女,等)等 と並 ん で,「 人 生 の3大 事
件」 を記 入 す る形 に して お い た。 表 の スペ ー ス は あ ま り大 き くな い の で,
短 い文 で箇 条 書 きす る程 度 で あ っ た。2回 目に は,〔 ワー クシ ー ト2〕 「人
生 の3大 事 件 」(稿 末 参 照)に 従 って,そ れ ぞ れ の3大 事 件 の 中で 最 も重
要 な もの につ い て,い つ,ど ん な状 況 で どん な こ とが あ った の か,そ れ が
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ど う して そ の 人 に と っ て 重 要 な の か を,詳 し く聞 き合 い,こ の イ ン タ
ビ ュー を も とに,レ ポ ー トを書 くよ う に指 示 を与 えて い た 。
この 「人生 の3大 事 件」 の活 動 の 中 で 具体 的 に どの よ う に参 加 者 同 士 の
対 話 が お こな わ れ てい った の だ ろ うか 。 参 加 者 の 「自己 表 現 ・自 己の 意 味
付 け」 は どの よ うに展 開 して い っ たの だ ろ うか 。 ここ で ① 学 生 の レポ ー
トの記 述 及 び ② 筆 者 が 日本 人 ボ ラ ン テ ィ ア に対 して行 っ た事 後 イ ン タ
ビ ュー の記 録 を資 料 と して み てい きた い 。
次 の表 は,ク ラス の 中 に形 成 され た4グ ル ー プの うち の,あ る1つ の グ
ル ー プ の メ ンバ ー 構 成 と,「 人 生 の3大 事 件 」 の プ ロ ジ ェ ク トで 各 メ ン
バ ーが語 っ た 内容 及 び,レ ポ ー トに記 述 した 内容 で あ る(名 前 は 全 て 仮 名
を使 用)2)。
メンバーの名前 本人の3大 事件の内容 レポー トの内容
ナオ ミ ① オ レゴン州 に引 っ越 したこ と 自分 とジ ョンの重大事 件 を
(米 国生 まれ 日系 人 ・女 ②初 めて日本 に来 た こと 記述 し,比 較。
性 ・米国オ レゴン州 の大学 ③高校を卒業 したこと
に在学中)
ジ ョ ン ①(韓 国から留 学 して)ア メリ 自分,ナ オ ミ,ウ エ ン デ ィ
(韓国出身 ・男性 ・米 国オ カで勉強 してい ること の重大事件をそれぞれ記述
レゴン州の大学 に在学 中) ② 恋人 と別れた こと し,比 較
③運転免許を取 ったこと
ウエ ンデ ィ ①生 まれたこ と 自分 とナ オ ミの重大事件 を
(香港 出身 ・女性 ・米国 力 ②(香 港か ら留学 して〉アメ リ 記 述 し,比 較。
リフォルニア州の大学 に在 カで勉強 してい ること
学 中) ③運転免許 を取 ったこ と
山口さん ①結婚 したこと 自分 との比 較で はな く,ナ
(日本 人ボ ランテ ィア ・女 ② 出産 したこと オ ミ,ジ ョ ン,ウ エ ンデ イ
性 ・大学 院生) ③大 学院に入 った こと の話を聴いた感想を記述
野口 さん ①大 学 に入 ったこ と 自分 との比較で はな く,ナ
(日本人ボ ランテ ィア ・女 ② 恋人ができたこ と オ ミ,ジ ョ ン,ウ エ ンデ イ
性 ・学部生) ③ サー クルをやめた こと の話を聴いた感想を記述
2)日 本 人ボランテ ィアの方 の名前 は、筆者 は姓 に 「～ さん」付 けで呼ばせ てい
ただい ていたので本稿 ではそれに準 じた形で仮 名 を扱 った。仮名 に 「～ さ
ん」付 けで示 した。
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この グ ル ー プの メ ンバ ーの ひ と りで あ る ナ オ ミが ,一 連 の プ ロセ ス を経
て書 い た レポ ー トは次 の よ うな もの で あ っ た。
【ナオ ミの レポー ト】(全 文:〔 〕の補足 以外 は原 文のまま)
(1)私の人生 の3大 事件
〔私 は〕1981年 に生 まれ,ま だ まだ人生はこれか らですが,今 までの3大 事件
を紹 介 します。
最初 はオレゴン州に引 っ越 したこ とが1つ の大事件です。私 は小 さい ときか ら
ケンタッキー州 しか住 んでいなかったのでそれが世界だ と思 いました。だか ら何
もしらなか ったので,オ レゴンに来 てか ら本当 にちが う世界 と思い ました。 その
せいで もっ ともっ と旅 を したかったです。私の世界 を広 げま した。
そ して初めて日本 に来た ときも人生の重要な イベ ン トです。まだ5才 の私 は じ
ぶ んのそせ ん をしらなかったので 日本でお もしろい ことをた くさんな らい ま し
た。そふ とそぼな どの親戚 はどうい う国 に住 んでいるか どうい う生活 を してた
か,ち ょっ と明 らかにな りま した。経験 は とて もよか ったので,せ いちょうした
よ うな気が しました。
最後 に高校 を卒業 しま した。それは私 にとってす ごい ことと思い ます。ず っと
18年 で学校 に通った り,勉 強 した り,卒 業式 は 「おつかれさまで した」のよ うな
ことと感 じました。 その後のパーティーはとて も楽 しかったですけ ど,同 時 にさ
び しかったです。 いつ もついあった友だ ちと別れる ことになったので少 し泣 きま
した。あれか ら大人の世界 に入 った重要 な日で した。
(2)ジョンさんの人生の3大 事件
ジョンさんの 「人生の3大 事件」は,① アメ リカで勉強 しているこ と,② 恋人
と別れたこ と,③ 運転免 許を取 った こと,だ そ うです。 この中で一番重要なで き
ご とは恋 人と別れた ことだそうです。だが,運 転免許 を取ったことを もっと くわ
しく説 明 します。
1999の 夏,ジ ョンさんはポー トラン ドにいてペ ーパーテス トを3回 落ちたので
4回 目は合格で した。失格 したテス トはジ ョンの母国語の韓 国語で した。そ して
パ ス したテス トは英語で した。やっとペ ーパー テス トを合格 しましたが,今 度 は
実技 を しな けれ ばな らなかったです。 ジ ョンは ドライビ ング ・ス クール にれん
しゅうしましたが,ま た実技 のテス トは2回 失格で した。3回 目のテス トはパ ス
しました。それで もジョンに とってす ごいお金がかかったようです。で もこれは
ジ ョンの生活 を変 えたイベ ン トだそ うです。免 許を取 った後,ジ ョンは車 を買い
ました。ジ ョンはもっと自由にな りましたので,ア パ ー トに住 んで自分で大学へ
通 うことがで きました。めでた しめでた し。
3)感想
私 は人生の3大 事件 を考 えたとき,い ろいろなことを思い出 しま した。全体的
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に人間の じゅみ ょうはなんてみ じかいで しょう。 きっとよ く考 えるとみんなは人
生のベ ス ト10ぐ らいあ ると思 います。その中から3つ えらぶのが大変そ うです。
.10,20年 後 も,こ の大事件 も変るで しょう。 ジ ョンさんの ように・私 はこの大事
件のおかげでせい ち ょうした ようです。ジ ョンは運転免許 を取 り,私 は高校か ら
卒業 した りなど,そ んなに変わっていない と思 います。両方 は大人の世界に入 る
一歩です
。私 の人生3大 事件 を勉強 しなかった ら,こ んなことを きづか なか った
か もしれ ませ ん。
この レポ ー トが綴 られ てい くまで の対 話 の プ ロ セ ス を ボ ラ ンテ ィアの 野
口 さん は,次 の よ うに振 り返 って述 べ て い る 。
【イ ンタ ビュ ー 記 録NQ1】(下 線 は筆者 〉
野 口:(ワ ー ク シー トを使 っ た 活動 で は)誰 が誰 に とい うふ う に決 め な いで,皆
が聞 きた い こ と を聞 い て い ま した。1人 の 人 が 対 象 にな っ て,「 じ ゃ あ この 中
で重 要 な の は どれ?」 っ て 聞 いて,「 これ か な あ?」 と言 う と 「な ん で?」 と
い う感 じで。例 えばナ オ ミさんだ った ら,オ レゴ ン州 に引越 しした ことで,
「なんで?」 と聞いて。 で,ナ オ ミさん は自分 で どん どん話 していた。 「オ レ
ゴ ン州 にお父 さんの仕事で行 くこ とになったんで」 とい う話 になって,「 ナオ
ミさんはどっちに行 きたかったの?」 み たい に聞いて。なんか2つ 行 く場所が
あって,お 父 さんが オレゴ ンに行 きたか ったみ たい なんです よね。で,ナ オ ミ
さんはどっちに行 きたかったのか とか,そ うい う感 じの ことは ちょろち ょろ聞
いたんです けれ ど。ナオ ミさんは 「どう して重要か とい うと」 とい うように ど
ん どん自分で話 してい ました。
筆 者:「 ケ ン タ ッキ ー に い た と きは,世 界 は ケ ン タ ッキ ー だ け だ と思 っ てい ま し
た 。 オ レ ゴ ンに 行 っ て違 う世 界が あ る こ と を知 り ま した 」 と ナ オ ミ さん の レ
ポ ー トに書 い て あ りま す が,こ の へ ん の 話 も こ の 質 問 の と き に 出 て きま した
か?
野 口:出 て きま した,出 て きま した。「自分が黒い髪 を していて,顔 立 ちが 周 り
とちがったんです よね」 とい う話 をしていたんです け ど,そ れで 「私みたいな
人 」 とい うの は い な い と思 ってい た ら,オ レ ゴ ンに行 っ た らい っ ぱい い た,み
たい な こ とを 言 っ て い て,「 あ あ,そ れ で び っ く り した わ け ね 一」 とい った ら,
「そ う,世 界 が広 が っ た んで す」 とい う こ とを 言 っ て い て。 そ れで,日 本 に起
源 を求 め に 来 た,と い う こ と を。
筆者:そ の とき,野 口さんはどうや って反応 していま したか?
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野 口:「 へ え 一」 っ て い う感 じで … 私 は そ う い う経 験 を した こ とが な い の で,
「『世界が広が る』 って どうい うこ となのかな,引 越 しで なんで世界が広が る
の?」 み た い な 質 問 を して い た気 が し ます 。 「そ れ で何 が 違 うの か」 とか 。 …
〔中 略 〕 … こ っ ち が,「 へ え 一」 と きい て い る と ど ん どん 出 て くる か ら,「 ほ
う一 。 へ え 一。」 と驚 い てい て。 面 白か っ た です,す ご く。 そ うい う こ とを 感
じるの か あ っ て。 ジ ョ ン さん もオ レゴ ン州 だ っ た で す よね 。 で,「 オ レ ゴ ンは
い い と こ ろ な ん だ よ!1」 み た い な こ とを言 っ て い て,ナ オ ミ さん も,「 そ う
だ よね」 と。 で,〔 私 は〕 「そ うな のか,な ん で い い の?」 と。
筆 者:ジ ョン も ナ オ ミ との 共通 点 とい う こ とで,〔 オ レゴ ンの こ と を〕 嬉 しそ う
に 書 い て い ま したね 。
野 口:そ う,「 オ レ ゴ ン州 は 最高 で す!」 と。
筆 者:一 方で,「外 国人 はそん なにオ レゴン州 にはい ない」 と 〔ナ オ ミと違 う意
見 も述べてい ましたね〕。
野 口:そ う,言 ってい ました。「そんな ことはないで しょう」 と私は言ったんで
すが・ナオ ミさん も 「私 は 〔それまで外国人の存在 を〕知 らなかったか ら」っ
のて
一
ワー ク シー トに したが っ て,野 口 さ んや 山 口 さん や グ ル ー プの メ ンバ ー
が,ナ オ ミの話 に対 して興 味 や共 感 を示 しなが ら耳 を傾 け,問 い か け を し
てい くこ とに よっ て,ナ オ ミが オ レ ゴ ン に引 っ越 した ときの 具体 的 な状 況
や,感 じた こ とが 引 き出 され て い っ た こ とが うか が え る。 野 口 さん か ら
「ど う して引 越 しで 世 界 が広 が っ たの か」 とい うこ とを問 い か け られ,そ
れに答 え る こ とを通 して,ナ オ ミの 中 で 「そ れ まで 他 に黒 い 髪 を した東 洋
人の い な いケ ン タ ッキ ー に い たの で,オ レゴ ンに行 って 初 め て 自分 と 同 じ
色 の髪 を した 人 に会 っ た」 とい う こ とな どが 言 語 化 され,そ の意 味 付 けが
され てい った 。 そ して そ こ か ら,日 本 に来 て 自分 の ル ー ツ を さが した い と
い う気 持 ちに な っ た こ と も語 られ て い っ た。 また,同 じオ レゴ ン州 に留 学
生 と して 渡 っ て 生活 して い る ジ ョンが,オ レゴ ンの 素 晴 ら しさ に共 感 を示
す と共 に,ナ オ ミが 「オ レゴ ン には外 国人 が 多 い」 と言 っ た こ と に対 して
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,ジ ョ ンの 「運 転 免 許 を とっ た こ と」 の ス トー リー につ い て は,ナ
オ ミは聴 き手 と して ジ ョンの話 を引 き出す 役 に も回っ て い る 。
【インタビュー記録NQ2】(下 線 は筆者)
筆者:(ジ ョンは)運 転免許の話のと き,い つ,ど んな状況 でとい うの を,す ら
す ら話 し始め ましたか?
野口:な んか,ど うい うふ うに言っていいのか よくわからなかったみたいで,最
初はこうい うふ う(ナ オ ミの レポー トにかかれているふ う)に は話 さな くて,
失敗談 を しだ したんです。 「なんで重要か というと…」 とい うことで。 そ した
ら,ナ オミさんが 「何 回落 ちたんですか?」 とか聞いて。それで(ジ ョンが〉
こん な感 じで(指 を折 っ て)数 え て,「 お 金 が か か っ た」 と言 っ て 。 一 回 い く
らだ か ら… とか。
筆者:じ ゃあ,ジ ョンとナオ ミが問答 していたとい う感 じ?
野 口:私,ウ エ ンデ ィ さ ん,ジ ョ ンさ ん,ナ オ ミさ ん,と い う ふ う に座 っ て い
て,ナ オ ミさ んが ジ ョ ン さん の こ とを書 くとい う よ うな形 だ った んで す よ。 そ
れ で ナ オ ミさ んが 一 生 懸命 「何 回落 ち た んで す か」 とイ ン タ ビ ュー して い た。
失 敗 談 の あ と に,「 車 が あ っ て 便利 で す 。 そ れ は …」 み た い な感 じで,最 初 に
書いてあ るよ うな ことが(話 され ま した)。 「車が必要 だ し,両 親 を案 内 した
かった し」 と。 「寮生活 だったから両親 を呼べ なかった」 とい う話 になって,
両親を呼 びたかったんだよね,案 内 したか ったんだよね,車 がある と車で学校
まで通 えるか ら」,と いうことで,「だか ら重要です」みたいにつなが っていた
ような気が します。
ジ ョ ンの物 語 は ナ オ ミか らの 問い か け に よっ て,彼 の 中で い くつ か の 要
因 が つ なが り,意 味 付 け され,語 りが発 展 して い った よ うで あ る 。 ナ オ ミ
の レポー トの 中 で の ジ ョンの 物語 は,ジ ョ ンが 話 を した順 番(免 許 取 得 試 ・
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験に何回も落ちてお金がかかったこと,で も免許をようや く取れて生活が
大 き く変 化 した こ と)に そ って 記述 され て い るが,ジ ョン 自身 の レポ ー ト
で は,エ ピソ ー ドの 中で も最 も彼 に とっ て重 要 な部 分(免 許取 得 に よ って
生 活 が 変 化 した こ.と)に 焦 点 を当 て て記 述 され て い る。 これ は ジ ョンが ナ
オミとの対話の中で自分の物語を再編成 し意味付けしていったことの現れ
とい え よ う。
グループの他のメンバーが興味や共感を示 したことも,表 現を発展させ
る要 因 とな って い た ようで あ る。
【インタビュー記録恥3】(下 線は筆者)
山 口:〔 ジ ョンは,3番 目に運転免許 の話 を出 していま したが〕運転免許 の話 に
ついては,ウ ェ ンディが 「ああ,私 も免許 を取 った時大変だ った」 ということ
を言った ら,ジ ョンは嬉 しくなっちゃったんですね。相乗効果があって,共 有
で きて。 〔それ まで他 の人の話 にはあま り反応 してこなかった〕 ウエ ンディが
反応 して きて。それで,こ の話 をす るとみ んな盛 り上が るんだ,と 思 ってか,
一生懸命話 を続 けていました
。
話が うまく進むように,ボ ランティアの方が意識的に問いかけや働 きか
け を して くれ て い た こ と も見 逃 せ な い 。
【イ ンタビュー記録NQ4】(下 線は筆者)
筆者:留 学生のエ ピソー ドを聞いて,ど の ように会話 を進めてい きましたか。
山口:〔 ワー クシー トに沿 って3大 事件 を挙 げて く中で〕それぞれ一番 に挙げた
もの とい うの は自分 の頭 にヒッ トした ものだ と思 ったので,そ れを聞 き出す よ
うに していたんですが,そ うじゃな くて も話 したそうな もの,日 本語がす ぐに
出てこないんだけ ど,し ぐさで何 か言いたい ということが伝 わって くるもの も
あるんですね。そ ういうものは,ど ん どん言わせ るようにしま した。た とえば
ジ ョ ンは,オ レ ゴ ンに 関 して,「 森 が きれ い で す!」 「風 も,す ご く気 持 ち が い
い の風 で す!」 と 〔言 っ て い て〕,文 法 は 間 違 って い る ん で す が,す ご くオ レ
ゴ ンの こ とが 言 い た い ん だ な,と い うの を直 感 で 感 じる と,「 オ レ ゴ ンの ゴル
フ は い く ら?」 と聞 い た り しま した 。 そ うす る と,「 す ご く安 い で す 」 と話 し
て きた り。何か信号 を出 しているんです よ。その信号 をキャッチ して引 き出す
と話 もどん どんの びて くる し,彼 らの発話 も広 がって くるんです。
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【イ ンタビュー記録恥5】(下 線は筆者)
山口:〔 自分の重大事件 を言 って,そ れがなぜ 自分 にとって重要か とい う〕「なぜ
な ら」の部分は,初 めはみんな短かったんです けれ ども,そ のまま 〔話が〕終
わって しまっては,私 たちが 〔その話 に〕関心がないみたい じゃないですか。
だから質問 をした りしている うち に,他 のメ ンバーか らも 「それは どうしてで
すか?」 といった質問が 自然 に出て くる ようになって きた気が します。だれか




ら」 と理由が述べられたが,そ こには彼女にとって母親 との関係などにつ
いて微妙な感情が絡んだ逸話があることが徐々に語られてい く。はじめの
段 階 で は,個 人 的 に親 し くな って い た ボ ラ ンテ ィア の野 口 さん に対 して の
み 主 に語 られ は じて い たが,そ れ が,グ ル ー プ の メ ンバ ー に共感 を もっ て
受 け止 め られ た こ とに よ り,対 話 の コ ミュ ニ テ ィーが 広 が り,意 味 付 けが
展 開 してい った のが 見 られ た例 で あ る。
【ウエ ンデ ィーの レポー トより】(抜粋:原 文 のまま)
私の 「人生三大事件」は生まれた こと と,ア メ リカで勉強することと運転 免許
を取 ったこ とです。 この中で一番重要なで きごとは,「生 まれた こと」 です。私
は生 まれなかった ら,ほ かの事件はあ りませ ん。 だか ら私の生まれたことは とて
も重要です。私 の誕生 日は1981年12月12日 です 。その 日の前に,私 の両親は私が
いることを知 りま した。で も,産 むことはたいへ んですか ら,私 の母 は子供 が欲
しくなかったです。私の父は子供が ほ しか ったですか ら,母 と一緒 に相談 しま し
た。私は生 まれた後,二 週 間,目 を開けませ んで した。母は とて も心配 なので,
お医者 さんに質問 しました。お医者 さん は 「ウエ ンデ ィさんは大丈夫です」 とい
いました。実 は,私 はとて も眠いので,目 を開 けませ んで した。今,私 はとても
元気 な女の子 です よ!そ して,私 は毎年の誕生 日に私 の両親に 「あ りが とう」 と
言い ます。
こ の レポ ー トが書 か れ る までの対 話 の 展 開 の様 子 を,野 口 さん は次 の よ
う に振 り返 っ て い る。
一113一
【イ ン タ ビ ュー記 録NQ4】(下 線 は筆 者)
野 口:〔 は じめ は〕 ワ ー ク シー トの順 番 に 〔質 問 を して〕 きい て い ま した。 「い
つ?」 と聞 い た ら,生 まれ た 日 を言 って,「 ど ん な状 況 だ っ た の?」 と聞 いた
ら 「ず っ と寝 て た」 と。 へ え一,お も しろ い と。 「で も,寝 て い て も1週 間後
に起 きて よか っ た ね。 み ん な も喜 ん だで し ょ」 と 「生 まれ て きた の は いい こ と
だ!」 み たい な方 向 で 話 が 進 んで い っ た ら,「 で も,お か あ さ ん は本 当 は私 が
ほ し くなか っ た」 と言 っ た んで す 。 で,「 え?ど う して い ら なか っ た の?」 み
た い な こ と を聞 い て しま っ た ら,「 お兄 さ ん とか お 姉 さ ん とか と 間が あ い てい
る し」 と。 で,そ こか らは 自分 で わ 一 っ と話 して い ま した 。
〔こ こ で 〕 ジ ョ ン さ ん が 「私 も 同 じ で す!」 と言 っ た ん で す よ ね。 … 〔中
略 〕 … ウ エ ンデ ィ さん て,初 め は,こ の 人 生3大 事 件 の と き も,な ん とな く私
(野 田 さん)に 話 す 感 じだ っ た んで す よ。 どち らか とい う とみ ん な に話 す とい
う よ り,個 人 的 に,あ の ね っ て 話 す 感 じだ っ た ん で す け ど,ナ オ ミ さん とか
ジ ョン さ んが 「い い 話 だね」 って 言 った り,「 あ あ,そ う なの か あ 」 とい う感
じで聞 き入 った りしていて,ジ ョンさんが 「私 も同 じ体験だけ ど,彼 女の ほう
が もっ と ドラマチ ックですね」 と彼女 に言って,そ したら彼女は,た ぶ ん彼女
はそん なにみん なが引 き込 まれる話だ とは思 っていなか った と思 うんですけ
ど,そ うやってみ んなが 「へ えっ」 てきいて,後 でどんどん 〔話 し始めたんで
す〕。〔ウエンデ ィが生 まれた後ず っと泣かず に眠っていて,医 者が彼女 を空中
に放 り投 げた り,お 尻 を叩 いた り して起 こそ うとした とい う話 について は〕
ジ ョンさんが わか らなかった時 に,こ うやってお尻 を叩いたんだ よ,み たいな
ことを日本語で言 っていて,へ え,お もしろい,と 思い ました。それまで は,
他の留学生 と3人 でいて も,ウ エンディさんは どっちか とい うと日本人と話 し
たがる タイプだったんです よ。多分 しゃべ る能力 も高めたい,と い うのもあっ
たんです よ。で も,そ こでお互 いに 日本語で しゃべ っているの を見て,び っ く
りしま した。 〔留学生同士 は〕普通 は英語で話 してい たんです け ど,そ の時は
「あ!日 本語 しゃべ っている!」 と驚 きました。
母親が高齢のため自分を産むことをためらった話について,同 じグルー
プの ジ ョンが,偶 然 に も 「私 も同 じで す1」 と共 通 体 験 を披 露 し,共 感 を
示 した こ とに よ り,ウ エ ンデ ィの語 りは勢 い を得 て展 開 して い っ た 。
ウエ ンデ ィの ス トー リー を聞 い た ジ ョン は,自 分 の レポー トに次 の よう
に綴 って い る 。
【ジ ョンの レポー トよ り】(抜粋:原 文 のまま)
ウエ ンデ ィさんの物語は私の生 まれたのことがた くさん似ているんです。私が
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うまれる前 に私の母 も私 を産 むのをやめたいです。なぜ ならば母 は もう私 の姉 と
兄を6年 前 と8年 前 に産みま したか ら,母 のか らだが とて もつ かれだったで す。
しか し父 と祖父が私 を本 当に本当にほ しいで したか ら,母 にお ねがい しま した。
私が生 まれた時,祖 父は会社 の全職員 に(た ぶん3000人)牛 肉をやって休 み まし
た。
こ こで ウエ ンデ ィの物 語 は ジ ョンの 言 葉 で 再 度 語 られ,ウ エ ンデ ィは 自
分 の物 語 が ジ ョ ンの 中で も意 味付 け され た こ と を確 認 す る こ とが で きた の
で は な いだ ろ うか。 そ して,ジ ョ ンが ウエ ン デ ィ と 自分 の 共通 の物 語 を ク
ラス に対 して話 した 時,聴 衆 か ら 「す ごい 」 と感 嘆 の声 が あ が り,「 ク ラ
ス の 中で も最 も印象 的 だ っ た物 語」 とク ラス メ ー トに評価 され た。 ウエ ン
デ ィが 自分 を語 った こ とば は,留 学 生 と日本 語 ボ ラ ンテ ィアか ら成 る ク ラ
ス コ ミュニ テ ィー の 中 で彼 女 を意味 付 け てい った とい うこ とが で きる だ ろ
う。
3.考 察 ～ 聴き手の役割の重要性
この活動の中で,学 生はインタビューの聴 き手 と語 り手の両方の役割
を互いに交替 しながら体験していった。まず,聴 き手 としては,相 手の3
大事件は何か,そ の中で一番重要なことは何か,ど うして重要か,そ の詳
細の状況などを尋ね,記 述するというタスクを達成するために,相 手に対
して問いかけをおこなう。その問いかけはグループに入っているボラン
ティアの人のリー ドやサポー トを得ることによって,活 性化 していった。
一方
,語 り手 としては,こ れ らの問いかけに対 して,自 分の体験を表現す
るための日本語のことばをさがし,紡 いでいった。そして,日 本語で語っ
た自己が相手に理解 され,受 け止められ,ま たそれに対 して何 らかの反応
が返 されたとき,語 り手は自分の存在を日本語で意味付けることがで きた
といえよう。
ここで改めて注 目したいのは,自 分を語ることばを紡 ぎ,自 己を意味付
けしていくところでの聴 き手の役割の重要性である。興味を持って自分の
一115一
話 を聞 い て くれ る相 手 が い る,受 け 止 め て感 想 を述べ た り問 いか け を して
くれ た りす る人 が い る,と い う こ と こそが,自 分 を語 り表 現 をふ くらませ
てい く出発 点 とな って い たの で は な い だ ろ うか 。 また グ ル ー プ のメ ンバ ー
が発 す る 「ど う して?」 「なぜ?」 「い つ?」 「ど ん なふ うに?」 とい っ た
さま ざ ま な問 い か け に よ り,語 り手 の方 は 同 じ文脈 を共有 してい な い相 手
に対 して,よ り広 い 枠組 みで 自分 を説 明 して 理解 して も ら う努 力 が促 され
てい っ たの で は ない だ ろ うか 。 そ して 日本 人 ボ ラ ンテ ィア の存 在 は,日 本
語 で ラ イ フス トー リー を語 る とい う必 然 性 を生 み 出す だ けで な く,日 本 人
ボラ ンテ ィ アが 発 す る問 いか けの こ とばが き っか け な り,そ れ にな らって
他 の参 加 者 が,問 い か け をつ ない で い くよ う にな る とい う効 果 を もた ら し
た。
ラ イ フス トー リー は,「 語 る」 とい う側 面 だ けで は な く,「 聴 か れ る」 と
い う側 面 が 重 要 な の で あ る 。 な ぜ な ら 「人生 の 物 語 は静 態 的構 造 で は な
く,物 語 の 語 り手 と聞 き手 に よ って 共 同生 成 され る ダ イ ナ ミッ クな プ ロセ
ス」(や まだ2001)だ か らで あ る。 また,鷲 田(1999)は,「 わ た しが他
者 の他 者 と して認 め られ る こ とが,わ た しが 〈わ た し>で あ る条件 に な っ
てい る」 と述 べ て い る(p.148)。 そ して,「 聴 くこ とが,他 者 の 自己 理解
の場 を壁 く」(p.11)の で あ り 「聴 くこ と は,他 者 を支 え るだ けで な く,
自分 自身 を変 え る き っか け や動 因 と もな り うる もの 」(p.138)で あ る こ と
を言及 して い る。 また,語 り手 と して 自分 につ い て語 るだ けで な く,聴 き
手 と して 「他 者 の 語 りに耳 を傾 け る こ と」 は,相 手 の 生 きて きた文脈 を理
解 す る力,他 者 の 歴 史 を想 像 す る力 を育 む とい う点 で,多 文 化 教 育 ・多文
化 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン力 育 成 の視 点 か ら も意 義 を も って い る ので は な い だ
ろ うか 。
4.今 後 の課 題
この よ う に見 て い くと,授 業 の 中 で ラ イ フス トー リー を聴 き合 い語 り合
う活 動 を通 して 「自分 を語 り,意 味 付 け てい くこ と」 を 目指 そ う とす る場
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合,そ こで の教 師(授 業担 当者)の 課 題 の一 つ は 「い か に参 加 者 同士 が 耳
を傾 け,受 け 止 め,問 い か け し合 って て い け る状 況 を作 っ て い くか」 とい
う こ とに な るで あ ろ う。 そ の た め には,次 の こ とを今 後,さ らに 吟味 して
い く必 要 が あ る だ ろ う。
(1〉 傾 聴 ・問 い か けが しや す くなる タス クの 設定 及 び ワー ク
シ ー トの 工夫
(2〉 ボ ラ ンテ ィア のサ ポー トを促 す ガ イ ドラ イ ンの整 理 と提 示
(3)ア イ ス ブ レー キ ングの 工夫
(4)プ ラ イバ シー へ の 配慮 及 び 自 己 開示 を強 要 しな い こ と
(1)につ い て は,ワ ー クシ ー トを見 て,視 覚 的 に タス クの構 造 が つ か め る
よ うに改 良 して きた い 。作 品 のサ ンプ ル を は じめ に提 示 し,作 品 の イ メ ー
ジ を作 る助 け に す る こ と も意 義 が あ る だ ろ う。 また 今 回 は,〔 ワ ー ク シ ー
ト1〕 で の 質 問 の項 目が 多 す ぎてグ ル ー プ全 員 に聴 くの に時 間 が か か る 面
もあ っ たの で,状 況 に合 わ せ て本 当 に意 味 の あ る もの に絞 り込 ん で い け る
よ うにす る な どの工 夫 も必 要 で ある 。
(2)につ い て は,ボ ラ ンテ ィア の存 在 に よ り,日 本 語 でス トー リー を聞 き
合 い 語 り合 う活 動 が,「 練 習 」 や 「ごっ こ」 で は な く,リ ア リテ ィ と意 味
を もっ た活 動 にな る と共 に,ボ ラ ンテ ィ アの 意 識 的 な サ ポ ー トや 働 きか け
が,留 学 生 の語 りを つ な いで ふ くら ませ て い く力 にな る こ とを ボ ラ ン テ ィ
ア 参加 者 に伝 え,協 力 してい って もら う こ とが 大 切 で あ る・ 具 体 的 に は,
今 回,山 口 さんや 野 口 さんが 行 っ て くれ てい た行 動 が 参考 に な るが,特 に
次 の よ うな こ とを意 識 して も らう よ うにす る と よいで あ ろ う。
① 留 学 生 の話 を聴 い て,共 感 を持 っ た点 が あ っ た らそ れ を積 極 的 に 示
して い く
② 反 復,言 い換 え を して,発 話 を受 け止 め て い る こ と を示 す
③ 「た とえ ば どうい う こ とか 」 「いつ 」 「ど こで」 「どん なふ う に」 「な
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ぜ 」 「ど う して」 とい っ た 問 い か け に よ り,具 体 化 や背 景 の 説 明 を
促 す
(3)に つ い て は 「人 生 の3大 事 件」 と い っ た個 人 的 な話 を して い く時 に
は,安 心 して話 を して い くこ とが で き る場 を作 るた め に ,そ の 前段 階 に ア
イス ブ レー キ ング を丁寧 にお こな って い く必 要 で あ る とい う こ とで あ る 。
今 回 は,「 共 通点 さが し」 に よ り,互 い の接 点 を見 つ け た り,「 グル メ マ ッ
プ作 り」 に よ り協 働 活 動 を通 して 関係 性 を作 った りす る こ と を試 み たが ,
「グ ル メマ ッ プ作 り」 につ い て は 当初 活 動 の 主 旨が 理 解 されず に戸 惑 い が
見 られ る面 もあ っ た ので,そ の よ うな点 を克 服 して効 果 的 な方 法 を探 って
い くよ う に した い。
(4)につ い て は,今 回,「 この プ ロ ジ ェ ク トで は話 した い こ と を選 ん で 話
せ ば よい。 話 した くない こ とは話 さ な くて もよい 」 とい う方 針 を,活 動 中
に教 師 が各 グ ル ー プ を回 りなが ら説 明 した が,個 人 的 な話 をす る こ とに抵
抗 が あ る参 加 者 も い る こ と は常 に留 意 してか な くて は な らな い 。 時 に は
「フ ィ クシ ョ ンで もい い」 「こ ん な こ とが あ っ た らよ か っ た な,と い う空
想 の話 で もい い」 とい う よ うに逃 げ 道 を作 り,自 分 が 話 しやす い こ とを話
して い くこ とを入 り口 に,そ こ か ら話 が 発 展 し,結 局 最後 に は お互 い の こ
とにつ い て何 か しら理解 が深 め られ た と参 加 者が 感 じられ る よ う にで きた
らと考 え る。
上記(1H4〉 は,授 業 の 実践 の上 で の 課題 で あ るが,授 業 活 動 の研 究 の課
題 と して は,活 動 の 中で の イ ン ター ア ク シ ョンの 実態 を よ り詳細 ・具 体 的
に把 握 す る こ と,が 挙 げ られ る。 今 回 は ボ ラ ンテ ィア の イ ン タ ビュ ーの み
で あ った が,今 後 は留 学 生 へ の イ ン タ ビ ュー も組 織 的 に行 っ て,分 析 ・考
察 を深 め て い きた い 。
謝辞:授 業活動 にご協力 くだ さり,イ ンタビューにおいて貴重 な情報 をご提供 くだ
さったボラ ンテ ィアの方 々に,心 か ら感謝 申 し上げ ます。
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〈 タ ス ク>
しべぺかしヤ だ しヤヒ こナん
1.グ ルー ブの人のr人 生 の3大 事件 」にっいて、 クラスで話 して ださい。









この箪で2審 董竃な できごとは だそ うです。
→ くわ しいせ っめい
(い っ、 どん なじ状う観うで、衙 があ ったか.ど うしてそ の人に とって董う奨 か)
2.レ ボー トを書 きま し ょう
〈タイ トル>「 災笙の3失 董律」(△生塵2～3ぺ 一ジぐらい)
く藤>(i)瓢 の3笑 箏絆
(2)さ んの3失'蟹脱
・クラスの中で1人 か2人 の人に、「§笑童挿」にっいてくわ しく
に ほ ん ご ないよう
イ ンタ ビュー して、 日本語で その 内容 を書 きま しょ う。
(日 本人ヘル パー1人+日 本 人or留 学生1人)
(3)(量)を 蘭いて、 自勢 が意った こ と、懸 じた こ と。
(1)と(2)を くらべて、憩った こ と、態 じた こと、箸支 た こと(慧 麺、〉
圏 國 回
しむ が
下書 き(draft〉 を、7月29口(月)に 書い てきて くだ さい。
叢し霧 しめ き り(且naldue)は8月1日(木)の¥¥定
一121一
